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税金などの収入で市民生活や教育、福祉
などの基本的な事業を行う会計です。 

（単位：億円） 

市税 140.1 

国、道から 
の補助金等

79.3 

市債 
30.1 

地方 
交付税 
41.2 

その他 
46.4 

使用料及び手数料 10.2 

議会や市役所の 
運営に 85.2 

高齢者や障がいのあ
る人、子育てなどの
福祉に 112.5 

水道・ 
下水道 

・病院 

会計に 

23.0 

道路や 

公園な 

どのま 

ちづく 
りに 
26.4 

市債の 
返済に 
44.8 

教育、 
文化、 
スポー 
ツに  
 33.9 

商工業、農業などの産業振興に 17.7 

消防や救急に 
2.8 病気予防、ごみ処理などの保健衛生に 17.8 

歳 入 

歳 出 

料金や保険料などの収入で特定の事業
を行う場合などに設ける会計です。 

民間企業と同じように、独立採算性を
原則としている会計です。 

国民健康保険

46億970万円

9億2,668万円

7,712万円

後期高齢者医療

介護保険

91億1,378万円

公設地方卸売市場事業

土地取得事業

霊園事業

3,719万円

3,495万円 下水道事業

病院事業

30億2,542万円

52億5,358万円

80億6,231万円

水道事業

諸収入 16.8 



　食費 ６万５千円 　給料 １４万７千円
　　（人件費） 　　（市税）

　光熱水費・電話代 ５万７千円 　諸手当 ８万３千円
　　（物件費） 　　（国・道支出金）

　医療費 ７万７千円 　家族からの仕送り ７万１千円
　　（扶助費） 　　（地方交付税、交付金、譲与税）

　仕送り・小遣い ８万４千円 　同居家族からの収入 １万４千円
　　（補助費等、投資・出資、繰出金、貸付金） 　　（使用料及び手数料、分担金及び負担金）

　貯金の積み立て ４千円 　財産の運用による収入 ９千円
　　（積立金） 　　（財産収入）

　家の改修、家電の購入 ４万８千円 　貯金の活用 ８千円
　　（維持補修費、投資的経費） 　　（繰入金、繰越金）

　ローンの返済（元利） ４万７千円 　親類からの返済金など １万８千円
　　（公債費） 　　（諸収入）

　新たなローン借入 　３万２千円
３８万２千円 　　（市債）
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千歳市の一般会計予算を目的別に、 
市民１人あたりの金額に置き換えると･･･？ 

※千歳市の借金残高（約412億円）を市民１人あたりに換算すると43万2千円になります。 

 
（平成26年度一般会計予算を、平成26年3月1日現在の人口95,438人で割ったもの。） 
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１人あたり  

市民１人あたりの金額を性質別に、 
家計簿に置き換えると･･･？ 

千 歳 市 の 家 計 簿 



　　千歳市町内会連合会、千歳市コミュニティ協議会 　　各種感染症に対する感染予防、発病防止、症状の

　連合会及び千歳市社会福祉協議会の町内会活動の窓 　軽減、病気のまん延防止のため、予防接種費用の助

　口の一元化に伴い、町内会への加入率向上等に対す 　成を行い接種を勧奨することで、市民の健康と公衆

　る取組を強化するため共助対策費を新設するととも 　衛生の向上及び増進を図ります。

　に、事務局体制を強化するため、事務局長1名、臨

　時職員2名の配置経費を補助します。

　　消費税率の引上げに際し、低所得者に与える影響 　　消費税率の引上げに際し、子育て世帯への影響を

　を考慮し、暫定的・臨時的な措置として給付措置を 　緩和するとともに、子育て世帯の消費の下支えを図

　行います。 　る観点から、臨時的な給付措置を行います。

　　学童クラブの入所学齢を従来の小学1～3年生から、　　需要が高まる放課後保育に対応するため、昼間に

　小学1～4年生へ拡大します。また、学童クラブの需 　保護者が家庭にいない小学1～4年生を対象に、ラン

　要増加に対応するため、児童館施設のうち集会室及 　ドセルを背負ったまま、学校帰りに児童館へ来館で

　び創作活動室を学童クラブ室と共用し、定員の拡大 　きる「ランドセル来館事業」を開始します。

　を図ります。

（他の主な実施事業）

　・コミュニティセンター施設整備事業費 ・町内会等備品整備事業費 ・町内会館改修事業費

　・第３期地域福祉計画策定経費 ・子育てガイド作成事業費 ・集会所改修事業費

・障がい者就労支援事業費 ・自立支援給付事業費

　・地域子育て支援センター運営事業費 ・児童手当給付事業費 ・医療体制整備事業費

　・障がい者計画・障がい福祉計画策定経費 ・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定経費　など

１.あったかみのある地域福祉のまち

1,653万4千円町内会育成事業費

学童クラブ事業費 7,041万4千円

子育て世帯臨時特例給付金給付事業費1億9,272万5千円（新規）

2億4,067万9千円予防接種推進事業費

臨時福祉給付金給付事業費

3,086万5千円児童館管理運営事業費

　・高齢者・障害者福祉サービス利用券助成事業費

1億3,661万8千円（新規）



　　総合福祉センターに設置されている蛍光灯につい 　　町内会等が設置する防犯灯について、長寿命かつ

　て、長寿命かつエネルギー効率に優れたＬＥＤ灯に 　エネルギー効率に優れたＬＥＤ灯の普及・促進を図

　変更し、省エネ・節電対策の推進を図ります。 　るため創設した補助制度により、省エネ・節電対策

　の推進や更なる防犯対策の充実を図ります。

　

（他の主な実施事業）

　・自然環境保全事業費 ・温室効果ガス排出削減推進事業費 ・資源回収事業費

　・エコチャレンジ補助事業費 ・エコアクション推進事業費 ・道央廃棄物処理組合経費

　・環境センター管理運営業務経費 ・第2埋立処分地嵩上げ事業費 ・有害ごみ処理経費　など

　　市民の住宅環境整備の促進や市内建設業の活性化 　　千歳市災害応急対策用品整備計画に基づき、長期

　を図るため、住宅のリフォーム工事などの支払いに 　保存非常食や粉ミルク、毛布等を備蓄するほか、新

　利用できる、10%のプレミアム付きリフォーム券 　型インフルエンザ等感染対策として防護衣等を整備

　を発行します。 　します。

　　平成25年6月の災害対策基本法の改正により、避 　　近年の大規模な地震では、天井材の落下など、い

　難行動要支援者名簿の作成が定められたため、要配 　わゆる「非構造部材」の被害が発生していることか

　慮者（要介護認定者、障がい者等）を対象に同意調 　ら、児童・生徒の安全及び災害時の避難所の役割を

　査を実施し、名簿を作成します。 　確保するため、非構造部材の耐震化を図ります。

（他の主な実施事業）

　・自主防災組織育成事業費 ・総合福祉センター改修事業費 ・消防車両等更新事業費

　・消防携帯無線機整備事業費 ・Ｃ経路緑地整備事業費 ・除排雪事業費

　・スクールゾーン標識看板設置事業費 ・水源開発事業費 ・除雪車両等購入事業費

　・公営住宅建替事業費（みどり団地） ・市営住宅耐力度等調査事業費 ・防雪柵整備事業費

　・北千歳駐屯地急傾斜地対策受託事業費 ・共同受信区域アンテナ設置助成事業費　など

災害時要援護者支援対策推進事業費 479万1千円 小中学校非構造部材耐震化事業費

プレミアムリフォーム券発行事業費 災害応急対策用品等整備事業費1,017万8千円

7,282万円1,583万9千円（新規）

３.安全で安心して暮らせるまち

1,431万4千円

468万2千円

防犯灯ＬＥＤ化促進事業費総合福祉センターＬＥＤ照明設備整備事業費

２.人と地球にやさしい環境のまち



　　学習支援員10名を市内小学校に配置し、習熟度別 　　平成25年度から平成27年度までの3か年で、全

　学習など、きめ細やかな指導を行い、基礎学力の向 　校全学級に電子黒板及び実物投影機等を整備します。

　上を図ります。

　　市内小中学校に派遣している図書館司書を、2名 　　老朽化に伴う施設改修に併せて、機能・設備の充

　から6名に増員し、学校図書館の運営支援の拡充を 　実を図る整備を行います。

　図ります。 　　平成26年度は、アリーナ屋根、駐車場の改修工事

　などを行います。

（他の主な実施事業）

・ミアーズ中学校交流事業費 ・スクールバス運行経費

　・国指定史跡整備事業費（キウス周提墓群）・小中学校大規模改修事業費 ・青少年健全育成事業費

　・青葉公園サッカー場改修事業費 ・青空陸上競技場改修事業費 ・国際交流事業費　など

　　原動機付自転車（50㏄以下、90㏄以下、125㏄ 　　狭隘化、老朽化した施設を改修し、資源保護及び

　以下）、小型特殊自動車等に設置する軽自動車ナン 　繁殖事業の安定化を図ります。

　バープレートのデザインを千歳の特徴等を模したデ 　　平成26年度は、ふ化場施設建設、飼育池・付帯設

　ザインに変更し、観光客等へのＰＲを図ります。 　備工事などを行います。

　

　　道の駅利用者の利便性と満足度を高めるため、案 　　ＪＲ千歳駅西口の広告塔を撤去し、遠方からも視

　内機能の強化や周辺の河川風景を生かした施設など 　認可能な「多目的メッセージ表示機器」を整備する

　のリニューアルを進めます。 　ことにより、より多くの市民にまちづくり情報や防

　　平成26年度は、外構工事、下水道管移設・撤去な 　災などの緊急情報を速やかに提供します。

　どを行います。 　

（他の主な実施事業）

　・分譲地販売・管理事業費 ・経営安定化対策事業費 ・若年者就職支援事業費

　・企業誘致プロモーション事業費 ・企業誘致推進事業費 ・商業等活性化事業費

・イベント支援事業費 ・観光ＰＲ事業費　など

4,192万2千円

3,150万6千円（新規）1億3,081万7千円 多目的メッセージ表示機器等整備事業費

支笏湖ヒメマスふ化場整備事業費ふるさと千歳ナンバープレート事業費 227万円（新規）

　・観光スポーツ連携事業費

小中学校司書配置事業費 1,877万8千円

7,761万1千円小中学校ＩＣＴ機器等整備事業費

4,166万2千円（新規）

道の駅リニューアル事業費

総合武道館改修事業費

1億8,769万円

５.活力ある産業拠点のまち

　・千歳サケのふるさと館リニューアル事業費

学校活動支援事業費

４.学びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち



　　高度経済成長期以降、集中的に整備された道路ス 　　バリアフリー・防犯・景観などに配慮し、子ども

　トック（道路舗装、橋梁、街路灯等）について総点 　から高齢者までがくつろぐことのできる空間づくり

　検を実施し、計画的に修繕更新等を行うことにより、　を目指して、平成27年度まで整備を行います。

　安全な道路交通環境を維持します。 　　平成26年度は、「つどいの広場」や「ポエム広

　場」などの整備・設計等を行います。

（他の主な実施事業）

・新千歳空港整備事業費 ・市道整備事業費

　・バス路線確保対策補助事業費 ・道路舗装補修事業費 ・33号大通整備事業費

・緑化推進事業費

　・みどり台緑化重点地区整備事業費 ・千歳駅周辺交通バリアフリー地区整備事業費　など

　　当市に所在する自衛隊の体制強化を求める活動を 　　社会保障・税番号制度に対応するため、住民基本

　市民と一丸となって進めます。 　台帳システムなどの改修等を行い、行政手続きにお

　 　ける市民負担の軽減、利便性の向上及び行政運営の

　効率化を図ります。

（他の主な実施事業）

　・ひと・まちづくり助成事業費 ・市民協働推進事業費 ・自衛隊連絡調整業務経費

　・第６期総合計画推進業務経費 ・総合行政システム導入事業費　など

社会保障・税番号制度対応事業費

　・（仮称）千歳市交通戦略プラン策定事業費

自衛隊体制強化要望活動事業費

2億1,780万円グリーンベルト活性化事業費

124万3千円

・千歳川河川緑地整備事業費　・市内公園整備事業費

5,499万7千円（新規）

７.市民協働による自主自立の行政経営

1,700万円（新規）

６.都市機能が充実したまち

道路ストック総点検等整備事業費

 千歳市の財政に関するお問い合わせは・・・ 
 
   千歳市総務部財政課  Tel ：0123-24-0541(直通) 
              Mail：zaisei@city.chitose.hokkaido.jp  


